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話題の本棚

「
多
様
性
の
あ
る
社
会
」っ
て
な
ん
だ
？

　
「
多
様
性
」
も
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
も
、
も
う
今
で
は
誰
も
が
日
常
的
に

耳
に
す
る
言
葉
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
奨
励
す
る
動
き
に
対
し
、
何
と
な
く
懐
疑

的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
評
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。
良
い
と
こ
ろ
だ
け
が
押
し
出

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
で
本
当
に
、
世
の
中
で
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
様
々
な

問
題
は
解
決
さ
れ
る
の
か
と
不
審
に
思
う
。

　

多
様
性
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
す
こ
と
が
前
提
の
言
説
が
多
い
中
で
、

問
題
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
一
二
名
の
研
究
者
・
実
践

者
に
よ
る
共
著
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
多
様
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
場
化
さ
れ
る
社
会
運
動

　

そ
も
そ
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
経
営
学
の
考
え
方
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。「
差
異
を
積
極
的
に
肯
定
し
お
互

い
認
め
合
お
う
」
と
い
う
部
分
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
根
底
に
は
「
多

様
な
人
材
活
用
が
社
会
を
活
性
化
さ
せ
る
」
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
や
、

そ
こ
か
ら
発
展
し
た
、
差
異
を
商
品
化
す
る
発
想
が
あ
る
と
、
著
者
の
一
人
で

あ
る
新
ヶ
江
は
言
う
。

　

こ
う
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
動
き
に
は
、
良
い
側
面
も
あ
る
。
例
え

ば
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
社
会
運
動
は
、
電
通
の
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
無
し

に
は
拡
大
し
な
か
っ
た
。「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
報
道
の
際
の
メ

デ
ィ
ア
表
彰
や
、
写
真
家
レ
ス
リ
ー
・
キ
ー
に
よ
る
写
真
展
等
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
は
大
企
業
と
手
を
携
え
る
こ
と
で
世
の
中
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
人
権
問
題
が
商
品
化
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
側
面
も
あ
る
。
ま
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
擁
護
者
」
と
い
う
多
数
派
を
形

成
す
る
こ
と
で
世
の
中
を
動
か
す
と
い
う
戦
略
は
、
結
局
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
二
項
対
立
を
生
ん
で
し
ま
う
。

　
「
対
話
」
だ
け
で
い
い
の
？

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
話
だ
け
で
も
複
雑
だ
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
移
民
、
障
害

者
、
貧
困
層
…
…
と
更
に
問
題
が
展
開
さ
れ
、
読
む
ほ
ど
視
点
は
増
え
て
い
く
。

　

序
章
で
、
編
者
で
あ
る
岩
渕
は
、
多
様
性
を
め
ぐ
る
問
題
が
「『
ハ
ッ
ピ
ー

ト
ー
ク
』
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
読
み
進
め
る

と
、
軽
い
ノ
リ
で
運
動
に
参
加
す
る
「
意
識
低
い
系
」
を
巻
き
込
む
こ
と
も
、

社
会
運
動
と
い
う
観
点
で
は
重
要
で
あ
る
と
分
か
る
。
ま
た
、
多
様
性
を
目
指

す
中
で
、
差
異
を
「
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
」
に
す
る
の
と
引
き
換
え
に
人
を

カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。「
♯
ト
ラ
ン
ス
女
性
は
女

性
で
す
」
は
ト
ラ
ン
ス
嫌
悪
に
対
す
る
反
論
だ
が
、
ま
と
め
き
れ
な
い
人
間
の

実
態
を
単
純
化
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
ト
ラ
ン
ス
女
性
の
意
見
も
あ
る
。

　

最
終
章
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
社
会
運
動
家
、
松
中
権
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
締
め
く
く

ら
れ
る
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ブ
ー
ム
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
批
判
の

後
に
具
体
策
が
な
い
と
社
会
は
変
わ
ら
な
い
、
と
松
中
は
鋭
く
き
り
か
え
す
。

　

複
雑
に
絡
み
合
っ
た
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
対
話
が
必
要
だ
。
い
や
対
話
だ
け

で
は
ダ
メ
な
の
か
？　

誰
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
い
。
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。�

（�

茫
漠 

）

�
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四
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本
体
一
六
〇
〇
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刊
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多
様
性
と
の
対
話

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
が 

見
え
な
く
す
る
も
の

岩
渕
功
一
編
著　
青
弓
社
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話題の本棚

覆
る「
悪
の
陳
腐
さ
」

　

ア
イ
ヒ
マ
ン
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
者
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に

拉
致
さ
れ
、
法
廷
で
「
私
も
ま
た
、
一
人
の
犠
牲
者
な
の
で
す
」
と
言
っ
て
み

せ
た
者
。
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
そ
こ
に
「
悪
の
陳
腐
さ
」
を
見
て
と
り
、

か
の
有
名
な
『
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』
を
著
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

本
当
に
「
陳
腐
」
だ
っ
た
の
か
？　

戦
後
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
と
亡
命
し
た
ア
イ

ヒ
マ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
捕
ら
え
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
膨
大
な
言
説
を
残
し
て

い
た
。
本
書
は
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の
資
料
か

ら
改
め
て
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
【
平
穏
な
生
活
】

　

戦
争
中
ナ
チ
ス
幹
部
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
ア
イ
ヒ
マ
ン
。
彼
は
し
か
し
戦

況
の
窮
迫
す
る
中
で
姿
を
く
ら
ま
す
手
筈
を
極
秘
裏
に
整
え
て
い
た
。
偽
造
し

た
名
前
と
身
分
、
そ
し
て
潜
伏
生
活
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
向
か
う
前
に
彼
が
ド

イ
ツ
国
内
で
も
長
期
間
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
静

か
な
田
舎
で
農
林
業
に
携
わ
る
気
の
い
い
隣
人
と
し
て
彼
は
穏
や
か
な
暮
ら
し

を
送
っ
た
ら
し
い
。
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
そ
の
彼
が
ア
イ
ヒ
マ
ン
だ
と
気
づ

か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
ド
イ
ツ
を
巡
る
情
勢
を
見
な

が
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
。
ペ
ロ
ン
大
統
領
の
治
下
で
ナ
チ
ス
関
係
者
の
亡
命
を

受
け
入
れ
て
い
た
同
国
は
「
国
民
社
会
主
義
」
者
の
溜
ま
り
場
と
な
り
、
ア
イ

ヒ
マ
ン
は
家
族
も
呼
び
寄
せ
て
そ
の
地
で
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
、
も
ち

ろ
ん
元
ナ
チ
ス
幹
部
、
そ
し
て
今
は
国
民
社
会
主
義
宣
教
の
中
心
人
物
と
し
て

敬
意
を
払
わ
れ
て
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
責
任
者
は
、
問
責
を
逃
れ
て
悠
々
自
適

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
だ
。

　
【
悪
の
実
像
】

　
『
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』
で
指
摘
さ
れ
る
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
像
と
は
全

体
主
義
的
体
制
に
順
応
し
自
ら
思
考
を
放
棄
し
た
中
間
管
理
職
、
遵
法
精
神
に

溢
れ
た
普
通
の
市
民
と
い
う
も
の
だ
。
だ
が
前
述
の
よ
う
に
、
平
穏
な
暮
ら
し

を
営
む
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
時
代
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
は
亡
命
仲
間
と
共
に
か
の
思
想
を

喧
伝
し
て
い
た
、
ナ
チ
ス
体
制
下
に
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
。
そ

こ
に
「
陳
腐
さ
」
は
あ
る
の
か
。
本
書
か
ら
読
み
取
れ
る
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
姿
は
、

自
ら
を
都
合
よ
く
描
く
こ
と
に
長
け
た
人
物
と
い
う
も
の
だ
。
ナ
チ
ス
幹
部
時

代
、
彼
は
自
ら
を
親
衛
隊
ト
ッ
プ
の
ヒ
ム
ラ
ー
に
直
接
会
え
る
人
物
と
し
て
演

出
し
、
重
要
人
物
で
あ
る
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
亡
命
時
に
は
自
ら
筆
を
取

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
本
を
読
み
、
戦
時
中
の
回
顧
を
記
録
に
留
め
よ

う
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
そ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
、「
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
探
求
し

た
の
は
真
実
で
は
な
く
、
万
一
の
場
合
に
備
え
た
で
き
る
だ
け
も
っ
と
も
ら
し

い
正
当
化
で
あ
っ
た
」
と
看
破
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
も
彼
に
つ
い
て
は
「
ほ
ら

吹
き
」
と
手
厳
し
く
評
価
を
下
し
て
い
る
。
た
だ
、
彼
女
の
見
た
全
て
が
「
ほ

ら
」
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
誇
大
が
意
図
的
な
嘘
な
ら
、
卑
小
を
意
図
し
て

嘘
を
つ
く
こ
と
も
ま
た
容
易
で
あ
る
。
相
手
に
応
じ
て
見
せ
る
姿
を
変
え
る
、

鏡
の
よ
う
に
。
そ
の
虚
像
を
作
り
出
す
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
「
ま
こ
と

0

0

0

」
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
本
書
を
読
め
ば
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

ね
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）

�

（
六
八
八
頁　

本
体
六
二
〇
〇
円　

5
月
刊
）

エ
ル
サ
レ
ム〈
以
前
〉の

ア
イ
ヒ
マ
ン

大
量
殺
戮
者
の
平
穏
な
生
活

ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
シ
ュ
タ
ン
グ
ネ
ト
著

香
月
恵
里
訳　
み
す
ず
書
房
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　本書は、アウグスト賞児
童書・YA 部門を 2020 年に
受賞した作品である。この
賞は、作者のヤコブ・ウェ
ゲリウスの出身地、スウェ
ーデンの賞で、国内で出版
された最も素晴らしい作品
に贈られる出版社協会主催の賞である。50
年以上の歴史を持つ賞を受賞したこの作品は、
老若男女問わず多くの人の心を魅了する。
　物語に最初に登場するのは、アフリカの密
林に生息する野生のゴリラたち。忍び寄る密
猟者によって、ゴリラの赤ん坊が連れ去られ
てしまう。その赤ん坊こそが本書の主人公、
サリー・ジョーンズである。この物語は、サ
リーがたくさんの人々や動物と出会い、困難
を乗り越え冒険していくファンタジーである
――と結んで筆をおくわけにはいかない。本
書を読み終えた後に残るのは、ただの希望に
満ちたメッセージではない。
　このサリーという名は、ある商人が名付け
たものだ。動物を連れて船に乗るにはお金が
かかりすぎるという理由で、人間の赤子に成
りすますために与えられた名前だ。この愛の
ない理由でついた名が、物語では使われ続け
る。サリーは、いつの間にか故郷のことも忘
れ、人間を信じるも見捨てられ、故郷を目指
すも裏切られ、幾度となく喜びと苦しみを味
わう。その苦労のあまりサリーは、虚無に陥
り病に伏す。そんな過酷な運命に翻弄されつ
つも生き永らえるサリーに待っていたのは、
ある一人の人との出会いだった。
　サリーは世界を憂いても憎みはしない。ど
んなに傷ついても、また誰かを信じ抜く。傷
ついた分だけ、更に相手を思いやる。独りぼ
っちでは生きていけない生き物の儚さが、サ
リーの運命を通して語られる。�（�トントゥ ）
� （アウグスト賞　103 頁　本体 2300 円）

サリー・ジョーンズの伝説
あるゴリラの数奇な運命

ヤコブ・ヴェゲリウス作
オスターグレン晴子訳　福音館書店

　

無
数
に
並
ん
だ
本
を
前
に
、
僕
ら
は
何
を
読
め
ば
い
い
の
か
、
い
つ
も
彷
徨

っ
て
い
る
。
表
紙
の
綺
麗
さ
、
友
人
の
紹
介
、
書
評
の
言
葉
。
数
限
り
な
い
ヒ

ン
ト
の
中
で
、
そ
れ
で
も
未
だ
一
冊
と
出
会
え
な
い
。
な
ら
ば
受
賞
を
一
つ
の

入
口
に
し
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
安
易
だ
と
嗤
う
か
い
。
そ
う
か
も
し
れ

な
い
、
で
も
ど
こ
か
の
誰
か
を
震
わ
せ
た
か
ら
、
あ
の
作
品
は
花
束
を
い
た
だ

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
時
に
は
凡
庸
さ
に
身
を
任
せ
、
審
査
員
を
超
え
る
本

の
魅
力
を
語
っ
て
お
く
れ
。�

（�

き
も
の 

）

特集

受賞作
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　ちょうど一六〇ページず
つ。合計二つの「第一部」
が一つに、いや「両方に」
なる不思議な小説だ。一五
世紀イタリアの画家と二一
世紀イギリスの学生。男と
女、死と生。二人の時間、
二人の物語が、いま目の前で結晶化する。
　フランチェスコは画家だ。ルネサンス時代
の絵描きになるため、彼女は生れ変わり男性
となる。たゆまぬ努力が実を結び、画家の眼
は養われた。真実と美を見抜くフランチェス
コ。公爵は権力欲の塊だ。笑顔の売春婦の眼
は絶望一色だ。自分ができるのはただ描くこ
とだ。悩み苦しみ、人々は死んでいく。「な
んてね。」そんな単調な筋書きを欺くかの如
く画家とその愛する隣人たちは、権力者の秩
序を逃れ、真の愛、美の快楽に身を任せ生き
ていた。死後のフランチェスコの視点で見返
されるその生は、強く柔らかな魅力で読者を
惑乱する。同時に死者は見つめている。ある
少女の物語、もう一つの第一部を。
　ジョージは少年だが少女だ。ケンブリッジ
の学校に通い iPad を使いこなす彼女は、母
の死を受け入れられずにいた。母との思い出
を現実と混同させるジョージ。いつしかそれ
は妄想に変わる。以前母が語ってくれた女。
彼女は母を監視するスパイで、母は陰謀に巻
き込まれたのではないか。理屈っぽい父と幼
い弟は聞く耳を持たないけれど。友達のヘレ
ナはジョージの執着に付き合ってくれた。二
人は授業課題の一環として、母の好きだった
絵を調査し始める。手紙一枚だけで存在が確
認された、フランチェスコという画家の絵を。
　スコットランド生れの著者スミスは、本書
で数々の文学賞に輝いた。ただ、賞の枠の中
では、この怪作は語れそうにない。�（�とよ ）

（ゴールドスミス賞ほか　334頁　本体2400円）

　ある日突然、妻が菜食主
義者になった――。
　二月のある冷え込んだ明
け方、ごく平凡な女だった
はずの妻・ヨンヘは、裸足
のまま、薄いパジャマ姿で、
真っ暗なキッチンの冷蔵庫
の前に突っ立っていた。何があったのか聞い
ても、彼女は「……夢を見たの」と呟くばか
り。そこで夫は、妙な不気味さを感じながら
も寝室に戻り、日が明けるまで横になってい
た。しかし翌朝、再びキッチンに行くと、妻
はまたそこに立っていた。彼女は冷蔵庫から
豚肉やウナギや冷凍餃子を一つ残らず取り出
し、脇目も振らず、それらをゴミ袋に放り込
んでいた――こんな場面から、物語は始まる。
　三つの中編からなる本書が描くのは、家族
や社会から暴力を受け抑圧される女性・ヨン
ヘの姿だ。たとえばこんな一幕がある――あ
る日、ヨンヘは夫と二人で家族の集まりに出
向いた。最初は和やかな雰囲気に包まれてい
たものの、話題がヨンヘの菜食に移ると、空
気は次第に張り詰めていく。そこで声を荒げ
たのは、ベトナム戦争で武功勲章を受章した
ことを最も誇りにしている家父長的なヨンヘ
の父だった。彼はヨンヘを叱咤し、肉を無理
やり食べさせようとする。しかしヨンヘは、
それを頑なに拒む。「辛そうにもがいている
妻の唇に義父は酢豚をこすりつけた。ごつい
指で妻の唇をこじ開けたが、食いしばってい
る歯はどうすることもできなかった」。
　一体なぜ彼女はここまで肉を食べることを
拒否するのか？　彼女はなぜある日突然、菜
食主義者になったのか？　環境保護のためで
も、痩せるためでもないとしたら、一体なぜ
――。本書をじっくりと読めば、その理由が
朧げながら見えてくるかもしれない。�（�ぱや ）
� （李箱文学賞ほか　301 頁　本体 2200 円）

両方になる
アリ・スミス著　木原善彦訳

新潮クレスト・ブックス

菜食主義者
ハン・ガン著　きむふな訳

cuon
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　日々研究に勤しむ諸君、
君はゼロから何かを生み出
しているか？　ハッキリ言
おう。1 を n にする作業に
価値はない。今後の世界で
は、ゼロを 1 にすることに
こそが価値になる――これ
こそが本書の主張だ。
　1998 年に PayPal を共同創業して会長兼
CEO に就任。2002 年には 15 億円で eBay に
売却。Facebook 初の外部投資家となったほ
か、複数のスタートアップにも投資している
……そんなシリコンバレーの寵児、ピータ
ー・ティールは、いかにして「ピーター・テ
ィール」となったのか。彼曰く「ZERO to 
ONE」、すなわち新しい何かを生み出そうと
いうマインドが成功を支えてきたとのことだ。
　彼はこの世界を「水平的進歩（グローバリ
ゼーション）」と「垂直的進歩（テクノロジ
ー）」の二軸で捉える。従来の世界では、グ
ローバリゼーションこそが世界を発展させる
鍵だと考えられてきた、とティールは考察す
る。しかし、グローバリゼーションは旧来の
成功モデルを模倣・再現する行為だ。故にそ
の成長もまた既存の成功モデルの域を出ない。
だからこそ、ブレイクスルーを生むには、テ
クノロジーによる「ZERO to ONE」が必要な
のだ――。これがティールの考えだ。
　この前提を踏まえ、いかにゼロから何かを
生み出すかについて、著者の実体験を踏まえ
て本書には詳細に記されている。本書は手っ
取り早い「起業の虎の巻き」「発想力アップ
の教科書」などではない。骨のある本だが、
だからこそビジネスパーソンのみならず、ア
カデミアの諸生にも得るものがあるだろう。
さあ、頁を開き、ゼロを 1 に進めよう。
� （�出席点 ）
� （ビジネス書大賞　256 頁　本体 1600 円）

　意味のない出来事。見知
らぬ人のブログ更新、遠く
のエレベーターに乗る人が
偶然見えること、「怪我人」
と「毛ガニ」の聞き間違え。
とある夫婦が旅行に出かけ
たこと、道中で事故に遭い
死亡したこと、その夫婦を私たちは知らない
ということ。この世界には、文脈を持たない
出来事の欠片がごろごろと転がっている。
　著者は小さい頃、道端に落ちている石を適
当に拾い上げ、じっと眺める癖があったとい
う。手に取った瞬間、大勢に紛れていた石は
固有の形や色を持った「この石」となる。し
かし世界でたった一つの「この石」は、そこ
らじゅうに意味を持たずに転がっている。幼
い著者はそのことの厖大さを捉えようと必死
になっていたそうだ。
　社会学者となった著者は、むしろ出来事を
分析したり解釈したりすることを仕事として
いる。だが、調査を行う中で「全体化も一般
化もできないような」誰かのストーリーに惹
かれることがあるという。
　本書では、著者が日常で体験した一瞬一瞬
が、断片的なまま綴られている。その出来事
に感動したとか、何故それが印象に残ったか
とか、その事柄を意味づけしてしまうような
ことは一切書かれていない。
　かつて、小石を拾い上げ途方もなさを掴も
うとしていた少年が大人になり、今度は実社
会で、ふとした瞬間を手にとっては無意味さ
を確認している。会った事もない著者の夢中
な背中が目に浮かぶ。石っころを拾っては眺
め、そっと戻すその作業を追体験するのは、
不思議と居心地が良い。石の数の多さに足を
竦ませながらも、その当たり前に身を任せた
くなる。� （�茫漠 ）

（紀伊国屋じんぶん大賞　244頁　本体1560円）

ZERO to ONE
君はゼロから何を生み出せるか
ピーター・ティール、ブレイク・マスターズ著
瀧本哲史序文　関美和訳　NHK出版

断片的なものの社会学
岸政彦著
朝日出版社
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　「ボランティアが不足し
ています。」「医師や看護師
にボランティアを要請しま
した。」
　五輪の祭典が近付くにつ
れて、ボランティアという
言葉がニュースに並ぶ。他
人や社会のためという積極的な意味が付与さ
れながらも、どこか行政の下請けとして利用
されているようにも思えてしまう。ならばこ
こで一度「ボランティア」という言葉を徹底
的に考えてみてはいかがだろうか。
　本書では、明治から 2000 年代までの「ボ
ランティア」とそれに関連する言説の変遷を
記述する。そこでキーとなるのが《贈与のパ
ラドックス》だ。「贈与」をする行為者は常
に「実は見返りを求めているのではないか」
という「交換」の眼差しを受ける。ボランテ
ィアも例外ではなく、「本当に利他的なのか」

「偽善なのではないか」という批判に晒され
てきた。ボランティアをめぐる言説において、
どのようにして《贈与のパラドックス》を解
消するかが時代時代の課題であった。
　大正期における「社会」の発明、昭和期に
おける「滅私奉公」への動員。自発性を伴う
ボランティアは利他主義、社会貢献、自己成
長など多くの文脈で語られていく。著者は近
年のボランティアは、ネオリベラリズムと共
振し、福祉削減の政策に動員されていくこと
を記述する。
　ボランティアは勿論、善意を伴う行為にシ
ニカルな視点を持ってしまう読者は多いだろ
う。何故欺瞞を感じるのか、何故「無知」と
馬鹿にしたくなるのか。そしてこうした批判
に耐えれる贈与の営みはどこにあるのか。是
非一読してほしい。� （�きもの ）

（損保ジャパン記念財団賞　562頁　本体6600円）

　「心」なるものをめぐっ
て思索に耽るとき、改めて
それは私たちに「難問」を
突きつける。日常生活の中
で見聞きするあれやこれ�
――それは今目の前の本一
冊とっても然り――は、実
は意識に映じた実物の「影」にすぎないのだ
ろうか？　知覚の外側にある実物と知覚イメ
ージを対置する「意識と実在の二元論」を越
え「意識の一元論」、すなわち〈世界のすべ
ては私たちが見聞きする知覚イメージであ
る〉という立場を採ったとき、私以外の人間
の意識はさらに捉えがたいものとなる。一体
私と同じく意識をもつはずの他者の「痛み」
は、どう理解されるべきだと言うのだろう？
　著者の野矢はここで、〈知覚イメージや実
物の像などでない「世界そのもの」を私たち
は知覚している〉とする「素朴実在論」を擁
護する。問題の出現に立ちつくした第Ⅰ部に
つづき、本書第Ⅱ部からはいよいよ本格的な
議論がスタートする。知覚された見え姿が
様々であるとはいえ、世界のあり方は、対象
が空間に占める位置・私の身体状態・対象が
帯びてくる意味という三つの要因（の関数）
で決まる。――「眺望論」および「相貌論」
として彼がまとめあげる二つの理論を駆使し、
第Ⅲ部に「難問」への解答を試みる。
　本書が難解な哲学理論にすがりつくことは
ない。展開される議論は、どこかの哲学書の
受け売りでなく、たとえば〈目の前にある赤
いリンゴ〉といった身近な例に始まる。本文
全体を貫くのは、そんな日常の実感から問題
の所在を明らかにし、自分で規定した言葉を
操って哲学する、著者の勇姿である。その見
事な様は、これぞ哲学のあるべき姿と讃えて、
決して過言ではないことだろう。� （�八雲 ）
� （和辻哲郎文化賞　394 頁　本体 2400 円）

「ボランティア」の誕生と終焉
〈贈与のパラドックス〉の知識社会学

仁平典宏著　名古屋大学出版会

心という難問
空間・身体・意味

野矢茂樹著　講談社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

取
材
・
執
筆
・
推
敲

書
く
人
の
教
科
書

古
賀
史
健
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

　

文
章
に
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
人
な
ら
一
度
は
、

「
書
く
こ
と
」
を
職
業

に
し
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
学
者
や
小
説
家
な
ど
多
く
の
書

き
手
が
い
る
な
か
で
、
こ
の
時
代
最
も
身
近
な
の
は

「
ラ
イ
タ
ー
」
で
あ
る
。
日
夜
ス
マ
ホ
を
眺
め
て
い

る
あ
な
た
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ラ
イ
タ
ー

の
文
章
を
読
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
ラ
イ
タ
ー
と
は
何
が
で
き
る
人
の
こ
と

だ
ろ
う
か
。
優
れ
た
ラ
イ
タ
ー
と
は
他
の
書
き
手
と

何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
言
語
化
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
ラ
イ
タ
ー
の
資
質
を
、
精
緻
に
記
述
し
た

の
が
本
書
で
あ
る
。『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』
で
有
名
な

古
賀
史
健
が
構
想
か
ら
三
年
を
か
け
て
出
来
上
が
っ

た
本
書
に
は
、
ま
さ
に
「
書
く
人
の
教
科
書
」
と
い

う
言
葉
に
相
応
し
い
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　
「
取
材
・
執
筆
・
推
敲
」
と
分
け
ら
れ
た
構
成
に

は
文
章
を
書
く
上
で
重
要
な
こ
と
が
段
階
的
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
魅
力
は
そ
う
し
た

恐
れ
の
な
い
組
織

「
心
理
的
安
全
性
」が
学
習
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
成
長
を
も
た
ら
す

エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
著

野
津
智
子
訳　

村
瀬
俊
朗
解
説　

英
治
出
版

　
「
心
理
的
安
全
性
」

と
は
何
か
。
心
理
学
系

の
研
究
室
を
卒
業
し
、

来
春
か
ら
組
織
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
働
く
評
者
は
、
組
織
学
を
勉
強
す

る
中
で
、
改
め
て
こ
の
概
念
に
出
く
わ
し
た
。
そ
し

て
、
漠
然
と
理
解
し
た
気
に
な
っ
て
い
た
こ
の
概
念

の
重
要
性
に
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。

　

著
者
は
、
学
生
時
代
の
研
究
の
中
で
、
有
能
な
医

療
チ
ー
ム
ほ
ど
、
医
療
ミ
ス
を
し
て
い
る
と
い
う
予

想
を
裏
切
る
デ
ー
タ
に
辿
り
着
き
、
有
能
な
チ
ー
ム

は
決
し
て
ミ
ス
が
多
い
の
で
は
な
く
、
ミ
ス
を
報
告

す
る
数
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
を
立
て

た
。
結
果
的
に
こ
の
出
来
事
は
、
著
者
が
初
め
て

「
心
理
的
安
全
性
」
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
「
心
理
的
安
全
性
」
は
、
結
果
を
出
さ
な
く
て
良

い
と
い
う
よ
う
な
安
心
の
こ
と
で
は
な
い
。
対
人
関

係
の
不
安
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ア
や

疑
問
、
懸
念
を
素
直
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ

そ
、
組
織
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
増
し
て
い

く
。
そ
の
流
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
あ
く
ま
で
業
績
を

追
い
求
め
る
上
で
最
重
要
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、「
心
理
的
安

全
性
」
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
沈
黙
文
化

が
、
従
業
員
に
と
っ
て
、
時
に
身
体
的
安
全
さ
え
も

脅
か
す
危
険
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

し
か
し
、
世
に
い
る
多
く
の
経
営
者
は
、
従
業
員

を
不
安
に
晒
し
、
厳
し
く
追
い
立
て
る
こ
と
こ
そ
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
て
い
く
秘
訣
な
の
だ
と
、

そ
う
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
統
計
デ
ー

タ
に
立
脚
し
、
従
業
員
の
働
く
心
を
支
え
る
新
し
い

リ
ア
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。�

（�

ま
し
ゅ 

）

�

（
三
二
〇
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円　

2
月
刊
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
文
章
の
中
に
入
る
格
言
で
あ
る
。

《
文
章
の
書
き
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
翻
訳

の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
だ
》《
わ
か
り
に
く
い
文
章
と

は
、
書
き
手
自
身
が
「
わ
か
っ
て
い
な
い
」
文
章
な

の
だ
》《
や
る
気
が
あ
る
か
ら
面
白
い
原
稿
が
書
け

る
の
で
は
な
く
「
面
白
い
原
稿
に
な
ら
な
い
か
ら
、

や
る
気
を
失
っ
て
い
る
」
の
だ
》。
思
わ
ず
メ
モ
を

取
り
た
い
言
葉
が
並
ぶ
。
そ
し
て
書
き
手
と
し
て
の

自
分
が
改
め
ら
れ
て
い
く
。

　

文
章
を
仕
事
に
し
た
い
人
は
勿
論
、
今
書
き
あ
ぐ

ね
て
い
る
人
に
も
学
べ
る
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。
是

非
一
冊
家
の
本
棚
に
入
れ
て
お
こ
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
八
〇
頁　

本
体
三
〇
〇
〇
円　

4
月
刊
）
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学
振
申
請
書
の
書
き
方
と
コ
ツ

改
訂
第
2
版

Ｄ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
獲
得
を
目
指
す
若
者
へ

大
上
雅
史
著　

講
談
社

　

博
士
課
程
で
研
究
に

専
念
し
た
い
。
で
も
お

金
が
な
い
！　

そ
ん
な

あ
な
た
は
一
刻
も
早
く

本
書
を
手
に
取
り
、「
学
振
」
の
申
請
書
を
書
き
始

め
よ
う
。

　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
通
称
「
学
振
」

と
は
、
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
大
学
院

博
士
課
程
在
学
者
及
び
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
等

を
「
特
別
研
究
員
」
に
採
用
し
、
研
究
奨
励
金
を
支

給
す
る
制
度
で
あ
る
。
毎
年
六
月
に
申
請
期
日
が
設

け
ら
れ
、
採
用
さ
れ
れ
ば
毎
月
二
〇
万
円
の
生
活
費

（
Ｄ
Ｃ
1
・
Ｄ
Ｃ
2
）
と
研
究
費
が
給
付
さ
れ
る
。

し
か
し
採
用
さ
れ
る
の
は
京
大
の
院
生
で
あ
っ
て
も

25
％
前
後
。
こ
の
狭
き
門
を
突
破
す
る
た
め
に
は
、

誰
が
読
ん
で
も
分
か
り
や
す
く
、
独
創
的
で
あ
る
と

感
じ
ら
れ
る
申
請
書
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
は
そ
の
具
体
的
な
方
策
を
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
。
本
書
の
第
三
章
と
第
四
章
を
読
み
、
申
請
書

の
設
問
で
問
わ
れ
て
い
る
要
素
を
整
理
し
て
一
つ
の

研
究
計
画
に
ま
と
め
る
方
法
や
、
可
読
性
の
高
い
フ

ォ
ン
ト
や
図
の
使
用
法
を
学
び
、
申
請
書
の
第
一
校

を
完
成
さ
せ
よ
う
。
第
一
校
も
な
か
な
か
書
け
な
い

の
な
ら
、「
コ
ピ
ペ
」
で
も
良
い
の
で
と
に
か
く
一

度
完
成
さ
せ
ろ
と
著
者
は
言
う
。
本
書
の
文
末
に
あ

る
様
々
な
分
野
の
学
振
採
用
者
の
申
請
書
や
、
自
分

の
周
り
の
採
用
者
の
申
請
書
を
参
考
に
し
、
ひ
と
ま

ず
申
請
書
を
書
き
上
げ
て
み
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

　

あ
と
は
様
々
な
分
野
の
教
員
や
院
生
に
申
請
書
を

読
ん
で
も
ら
い
、
修
正
を
繰
り
返
す
し
か
な
い
。
コ

メ
ン
ト
を
貰
え
る
人
を
探
す
だ
け
で
も
一
苦
労
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
る
力
は
、
一
人

で
本
や
論
文
を
読
む
だ
け
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い

大
切
な
も
の
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。�

（�

石
透 

）

�

（
二
〇
八
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円　

3
月
刊
）

　

あ
な
た
に
と
っ
て
、

親
友
と
は
ど
ん
な
存
在

だ
ろ
う
か
？　

こ
の
問

い
に
対
す
る
答
え
は
人

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
答
え

は
時
代
性
を
帯
び
て
現
れ
る
。
地
域
や
家
族
な
ど
の

中
間
集
団
の
衰
退
に
よ
る
個
人
化
、
常
時
連
絡
の
取

れ
る
携
帯
端
末
の
普
及
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
展
な
ど
、
時

代
ご
と
に
友
人
と
の
関
係
性
を
規
定
す
る
外
的
要
因

は
変
化
す
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
こ
の
本
に
よ
る
と

二
〇
〇
三
年
を
ピ
ー
ク
に
悩
み
ご
と
を
友
だ
ち
に
相

談
す
る
人
が
減
り
、
最
新
の
調
査
で
は
、
つ
い
に
、

母
親
に
相
談
す
る
人
が
友
だ
ち
に
相
談
す
る
人
を
超

え
た
そ
う
だ
。

　

本
書
は
私
た
ち
に
と
っ
て
「
親
友
」
と
は
ど
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
？

と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
に
集
め
ら

れ
た
膨
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
と
新
聞
記
事

に
使
わ
れ
る
「
親
友
」
と
い
う
言
葉
を
分
析
し
な
が

ら
、
そ
こ
に
現
れ
る
「
親
友
」
と
い
う
言
葉
の
待
つ

意
味
の
時
代
性
を
考
察
し
て
い
る
本
で
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
な
時
代
性
の
分
析
を
メ
イ
ン
と
し
た
本
書

で
は
あ
る
が
、
そ
の
分
析
に
は
新
聞
記
事
に
投
稿
さ

れ
た
一
般
市
民
の
文
章
を
利
用
す
る
な
ど
ミ
ク
ロ
な

視
点
か
ら
の
考
察
も
多
い
。
高
校
野
球
記
事
の
「
親

友
」
と
一
般
市
民
の
「
親
友
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
差
異

分
析
な
ど
、
紹
介
さ
れ
る
事
例
が
興
味
深
い
。
そ
し

て
、
現
代
人
が
持
つ
「
親
友
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る

矛
盾
や
複
雑
性
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
考
察
は
我
々

が
普
段
、
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に

し
て
く
れ
る
。
親
友
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
、
客
観
的
に
考
え
る
契
機
と
し
て
こ
の
本
を
と
っ

て
み
て
ほ
し
い
。�

（�

投
稿
・
Ｂ
Ｂ
Ｍ 

）

�

（
二
二
〇
頁　

本
体
二
四
〇
〇
円　

2
月
刊
）

友
人
の
社
会
史

石
田
光
規
著

晃
洋
書
房
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ま
と
ま
ら
な
い
言
葉
を
生
き
る

荒
井
裕
樹
著

柏
書
房

　

目
の
前
で
大
切
な
誰

か
が
悲
し
む
時
、
果
た

し
て
ど
れ
ほ
ど
の
人
が

彼
／
彼
女
に
寄
り
添
う

言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
頑
張
れ
」、

「
大
丈
夫
」、「
次
に
期
待
し
て
る
」
…
…
こ
れ
ら
は

茫
漠
た
る
現
代
砂
漠
で
は
ク
リ
シ
ェ
と
化
し
、
時
に

人
を
傷
つ
け
る
刃
に
も
な
る
。「
共
生
」
を
謳
い
な

が
ら
、
人
に
寄
り
添
う
「
言
葉
」
に
餓
え
る
私
た
ち
。

そ
ん
な
私
た
ち
が
心
丈
夫
に
生
き
る
た
め
に
、
本
書

は
「
言
葉
」
を
見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

著
者
の
荒
井
は
こ
れ
ま
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
や
障

害
者
の
文
学
を
研
究
し
て
き
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

体
裁
の
好
著
を
数
々
残
し
て
き
た
彼
だ
が
、
今
回
は

そ
れ
ら
と
は
大
き
く
異
な
る
。
と
い
う
の
も
本
書
は
、

彼
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
忘
れ
得
ぬ
「
言
葉
」

を
巡
る
エ
ッ
セ
イ
集
な
の
だ
。
然
し
エ
ッ
セ
イ
集
と

言
え
ど
、
そ
の
根
底
に
は
一
貫
し
て
、
著
者
の
「
言

葉
」
に
対
す
る
強
く
熱
い
信
頼
が
滾
っ
て
い
る
。

　

本
書
所
収
の
一
篇
「
励
ま
す
こ
と
を
諦
め
な
い
」

を
紹
介
し
よ
う
。
病
へ
の
差
別
が
激
し
か
っ
た
戦
後
。

あ
る
患
者
が
、
永
訣
し
た
患
者
仲
間
へ
送
っ
た
詩
を

み
ん
な
水
の
中

「
発
達
障
害
」自
助
グ
ル
ー
プ
の
文
学
研
究
者
は

ど
ん
な
世
界
に
棲
ん
で
い
る
か

横
道
誠
著　

医
学
書
院

　

常
に
夢
見
心
地
で
、

不
注
意
か
ら
傷
を
負
わ

さ
れ
五
感
が
「
大
氾

濫
」
し
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
発
達
障
害
者
の
世
界
は
魔
法
に
満
ち
た
現
実
だ

と
著
者
は
言
う
。
そ
の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
現
実
を
追
体
験
で
き
る
本
書
は
、
と
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
読
み
物
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い

う
二
つ
の
診
断
を
受
け
た
文
学
研
究
者
。
そ
こ
で
彼

は
詩
、
論
文
、
小
説
と
い
う
三
つ
の
方
法
を
通
じ
、

自
身
の
過
去
と
現
在
を
解
剖
し
記
録
す
る
。
揺
ら
め

き
漂
う
宇
宙
世
界
の
遊
泳
者
。
そ
ん
な
著
者
の
感
覚

が
、
彼
の
熱
愛
す
る
文
学
の
引
用
と
溶
け
合
い
読
者

の
心
に
流
れ
込
む
。
ル
ソ
ー
、
ユ
ゴ
ー
、
ジ
ー
ン
・

リ
ー
ス
。
ム
ー
ジ
ル
、
カ
フ
カ
、
村
上
龍
に
村
田
沙

耶
香
等
々
。
そ
の
ほ
か
文
化
全
般
と
の
混
ざ
り
合
い

が
、
当
事
者
研
究
と
し
て
の
本
書
に
独
自
の
煌
め
き

を
与
え
て
い
る
。「
ケ
ア
を
ひ
ら
く
」
シ
リ
ー
ズ
の

新
刊
で
あ
る
本
書
は
、
こ
う
し
た
膨
大
な
参
照
点
も

あ
っ
て
共
感
の
波
を
広
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
私
は
も
っ
と
自
由
で
い
た
い
」。
視
線
を
合
わ
せ

る
事
の
苦
し
さ
を
説
明
す
る
場
面
で
、
著
者
の
横
道

は
こ
う
語
る
。〈
目
を
見
て
話
そ
う
〉
と
い
っ
た
社

会
規
範
に
彼
と
彼
の
仲
間
た
ち
は
絶
え
ず
苦
痛
を
強

い
ら
れ
て
き
た
。
加
え
て
著
者
特
有
の
記
憶
、
体
験

が
「
地
獄
行
き
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」
と
い
う
表
現
と

共
に
述
べ
ら
れ
、
一
つ
の
人
生
の
深
刻
な
事
実
が
見

え
て
く
る
。
そ
の
全
て
に
言
葉
を
与
え
た
彼
の
決
断

を
受
け
止
め
、
そ
の
言
葉
に
向
き
合
っ
て
こ
そ
、
こ

の
魅
惑
の
水
中
世
界
は
微
笑
む
の
だ
ろ
う
。

　

紹
介
さ
れ
る
自
助
グ
ル
ー
プ
や
当
事
者
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
、
そ
う
し
た
応
答
の
手
引
き
と
な
ろ
う
。
渇

い
た
社
会
に
、
本
書
は
潤
い
を
与
え
る
。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
七
〇
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円　

5
月
刊
）

引
き
な
が
ら
荒
井
は
述
べ
る
。
詩
を
読
ん
だ
と
て
死

者
は
帰
っ
て
こ
な
い
、
差
別
も
消
え
な
い
。
け
れ
ど

誠
心
誠
意
を
尽
く
さ
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
「
い
つ
か
、

誰
か
が
、
彼
の
こ
と
を
思
い
、
彼
の
た
め
に
祈
っ
て

く
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」。
荒
井
は
こ
れ
こ
そ

「
言
葉
を
信
じ
る
」
こ
と
だ
と
力
説
す
る
。
困
難
の

中
で
も
、
誰
か
に
寄
り
添
う
こ
と
を
決
し
て
放
棄
し

な
い
一
人
の
人
間
の
営
為
が
こ
こ
に
は
刻
ま
れ
て
い

る
。

　
「
言
葉
」
は
容
易
に
捉
え
難
い
。
だ
が
時
に
「
ま

と
ま
ら
」
ず
と
も
、
直
向
に
「
言
葉
」
と
向
き
合
う
、

そ
の
貴
さ
を
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。�

（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
二
五
六
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円　

5
月
刊
）
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北
欧
か
ら 

「
生
き
や
す
い
社
会
」を
考
え
る

赤
地
葉
子
著

新
曜
社

　

本
書
の
副
題
は
、

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス

の
証
拠
は
何
を
語
っ
て

い
る
の
か
」
で
あ
る
。

著
者
の
赤
地
葉
子
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
（
公
衆

衛
生
）
の
専
門
家
で
、
世
界
を
ま
た
に
か
け
て
働
く
。

現
在
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
夫
と
二
人
の
間
に
で
き

た
子
供
と
共
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
著
者
が
得
た
い
く
つ
か
の
統
計
結
果
を

用
い
て
社
会
の
事
象
を
説
明
す
る
。
著
者
は
、
統
計

は
た
だ
の
デ
ー
タ
を
点
や
線
か
ら
な
る
パ
タ
ー
ン
に

す
る
と
い
う
。
そ
の
統
計
か
ら
浮
か
び
上
が
る
具
体

的
な
人
々
の
生
活
に
、
著
者
は
思
い
を
馳
せ
る
。
若

い
女
性
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
が
多
い
こ
と
、
高
所
得

が
必
ず
し
も
幸
福
と
は
限
ら
な
い
が
、
貧
し
さ
は
精

神
的
な
苦
痛
を
伴
う
こ
と
―
―
こ
の
よ
う
な
統
計
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
施
策
が
、

よ
り
良
い
社
会
や
人
々
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
か
を

模
索
す
る
。
統
計
の
み
な
ら
ず
他
の
研
究
視
座
の
紹

介
と
共
に
現
在
の
問
題
点
に
ど
う
研
究
者
た
ち
が
向

き
合
っ
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
本
書
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル

ス
の
専
門
書
で
は
な
い
。
著
者
の
好
き
な
詩
や
、
同

僚
か
ら
の
一
言
、
ま
た
北
欧
で
の
生
活
ぶ
り
等
が
、

エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
な
優
し
い
文
体
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
読
者
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
北
欧
の

社
会
を
伝
え
る
。

　

最
後
に
、
評
者
の
心
に
色
濃
く
残
っ
た
、
著
者
の

夫
が
放
っ
た
一
言
を
紹
介
す
る
。「
も
し
社
会
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
弱
者
が
政
府
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
他
人
の
余
計
な
慈
悲
に
頼
る

必
要
は
な
い
」
―
―
北
欧
か
ら
生
き
や
す
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
み
る
の
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
一
九
六
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円　

3
月
刊
）

　

孤
高
の
音
楽
家
レ

イ
・
ハ
ラ
カ
ミ
が
こ
の

世
を
去
っ
て
、
早
一
〇

年
の
月
日
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
こ
こ
京
都
を
拠
点
に
活
動
し
た
彼
の
、

独
創
的
な
作
品
た
ち
―
―
い
わ
ゆ
る
「
テ
ク
ノ
系
」

で
あ
り
な
が
ら
、
柔
ら
か
く
温
か
い
反
響
音
に
満
ち

た
唯
一
無
二
の
サ
ウ
ン
ド
―
―
は
、
今
な
お
多
く
の

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

　

雑
誌
『
ユ
リ
イ
カ
』
の
六
月
号
は
、
そ
ん
な
ハ
ラ

カ
ミ
の
没
後
一
〇
年
を
記
念
し
た
特
集
号
と
な
っ
た
。

彼
と
の
楽
曲
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
矢
野
顕

子
や
、
彼
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
サ
カ

ナ
ク
シ
ョ
ン
の
山
口
一
郎
な
ど
、
か
つ
て
の
音
楽
仲

間
た
ち
の
証
言
に
よ
っ
て
、
作
品
と
人
物
の
両
面
か

ら
、
ま
た
新
た
な
る
「
レ
イ
・
ハ
ラ
カ
ミ
」
像
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
書
は
こ
の
他
、『unrest

』

な
ど
の
彼
の
作
品
を
読
み
解
く
解
説
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
彼
が
制
作
に
用
い
た
機
材
に
関
す
る
話
題
や
、

彼
の
独
特
の
サ
ウ
ン
ド
を
ピ
ア
ノ
譜
に
書
き
起
こ
す

と
い
う
意
欲
的
な
試
み
、
の
み
な
ら
ず
彼
が
高
校
時

代
に
制
作
し
た
と
い
う
漫
画
作
品
ま
で
を
も
収
録
す

る
、
フ
ァ
ン
垂
涎
の
豪
華
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

思
い
返
せ
ば
、
評
者
が
レ
イ
・
ハ
ラ
カ
ミ
と
い
う

存
在
に
出
会
っ
た
の
は
ま
だ
高
校
生
の
頃
の
こ
と
で
、

当
時
す
で
に
、
彼
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
。

今
こ
う
し
て
彼
に
関
す
る
論
評
や
エ
ッ
セ
イ
の
数
々

に
目
を
通
す
た
び
、
彼
が
こ
の
一
〇
年
の
間
に
生
み

出
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
作
品
の
不
在
に
思
い
を

致
す
。
そ
う
し
て
思
い
を
致
し
て
は
、
あ
ま
り
に
遣

る
瀬
な
い
気
分
に
沈
む
。
こ
の
世
界
は
本
当
に
、
本

当
に
惜
し
い
才
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
書
を
読

み
進
め
れ
ば
読
み
進
め
る
ほ
ど
に
、
そ
の
我
々
が
失

っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
、
改
め
て
知
る
。�

（�

八
雲 

）

�

（
三
一
九
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円　

5
月
刊
）

ユ
リ
イ
カ 

２
０
２
１
年
６
月
号

特
集
＝
レ
イ
・
ハ
ラ
カ
ミ 

『unrest

』『opa*q

』『red 
curb

』か
ら『lust

』、『
暗
や
み
の
色
』ま
で
…
没
後
10
年

青
土
社
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ラ
ー
エ
ル・フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン

［
新
版
］

ド
イ
ツ・ロ
マ
ン
派
の
あ
る
ユ
ダ
ヤ
女
性
の
伝
記

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
著　

大
島
か
お
り
訳　

み
す
ず
書
房

　
「
私
の
関
心
は
た
だ
、

ラ
ー
エ
ル
の
生
涯
の
物

語
を
、
も
し
彼
女
自
身

が
語
っ
た
と
し
た
ら
こ

う
で
あ
ろ
う
よ
う
に
私
の
言
葉
で
語
る
こ
と
に
あ
っ

た
」
―
―
本
書
は
、
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
思
想
家

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
、
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
女

性
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
伝
記
だ
。

　

ラ
ー
エ
ル
は
、
啓
蒙
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の

治
世
下
に
あ
る
ベ
ル
リ
ン
で
、
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
の

家
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
だ
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
女

性
に
生
ま
れ
つ
い
た
と
い
う
こ
の
動
か
し
が
た
い
事

実
は
、
彼
女
を
生
涯
苦
し
め
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ラ
ー
エ
ル
の
こ
の
実
存
的
な
苦
し

み
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
ま
で
の
軌
跡
を
描
く
。

　

自
ら
の
ユ
ダ
ヤ
性
に
恥
辱
を
感
じ
て
い
た
彼
女
は
、

改
宗
や
結
婚
を
通
じ
て
ユ
ダ
ヤ
性
を
抹
消
し
、
ド
イ

ツ
社
会
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
―
―
「
ユ
ダ
ヤ
人
な

る
も
の
を
わ
た
し
た
ち
の
な
か
か
ら
根
こ
そ
ぎ
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は

幾
度
と
な
く
破
綻
す
る
。
同
化
し
よ
う
と
も
が
け
ば

も
が
く
ほ
ど
、
自
分
が
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
と
い
う
パ
ー

軍
事
理
論
の
教
科
書

戦
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
学
ぶ

ヤ
ン
・
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
、Ｊ
・
Ｊ
・
ワ
イ
デ
ン
著

北
川
敬
三
監
訳　

勁
草
書
房

　

本
書
は
、
海
外
の
大
学

に
お
い
て
軍
事
学
の
教
科

書
と
し
て
定
評
の
あ
る

Contem
porary M

ilitary 
Theory:The Dynam

ics 
of W

ar

（Routledge,2014

）
の
全
訳
本
だ
。
教
科

書
的
で
は
あ
る
が
、
最
新
の
軍
事
学
全
体
を
学
べ
る

好
著
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
語
で
読
め
る
軍
事
学
の
概
説
書

は
、
防
衛
大
学
校
防
衛
学
研
究
会
編
『
軍
事
学
入

門
』
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
書
は
刊

行
が
一
九
九
九
年
と
古
く
、
最
近
の
軍
事
学
の
知
見

を
反
映
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今

回
ご
紹
介
す
る
『
軍
事
理
論
の
教
科
書
』
の
原
著
は

二
〇
一
四
年
と
比
較
的
新
し
く
、
近
年
の
軍
事
学
の

議
論
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

軍
事
学
と
い
う
と
戦
争
を
肯
定
す
る
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
戦
争
・
軍
事
を
理
解
し
、
内
在
的
に

批
判
す
る
た
め
に
こ
そ
、
軍
事
学
の
知
識
は
欠
か
せ

な
い
。
近
年
、
米
中
戦
争
や
、
米
海
軍
の
太
平
洋
に

お
け
る
制
海
権
を
奪
取
す
る
た
め
に
中
国
人
民
解
放

軍
海
軍
が
軍
事
行
動
を
起
こ
す
、
な
ど
と
喧
伝
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
を
読
め
ば
、
こ
の
問
題
を
、

よ
り
冷
静
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
書

第
八
章
第
七
節
「
制
海
に
抵
抗
す
る
方
法
」
で
は
、

制
海
権
を
握
る
国
家
に
対
し
て
、
海
軍
力
の
劣
る
国

家
が
、
い
か
に
対
抗
し
う
る
か
、
い
く
つ
か
の
戦
略

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
米
海
軍
と
中
国
人
民

解
放
軍
海
軍
に
あ
て
は
め
て
考
え
れ
ば
、
海
軍
力
で

米
国
に
劣
後
す
る
中
国
が
、
米
国
に
戦
争
を
自
ら
仕

掛
け
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

軍
事
に
興
味
が
あ
る
方
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
世

界
的
な
軍
拡
を
憂
慮
し
、
米
軍
と
の
一
体
化
が
す
す

む
日
本
の
安
全
保
障
政
策
に
危
機
感
を
抱
く
方
に
も

お
薦
め
の
一
冊
で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
行
人 

）

�

（
三
二
〇
頁　

本
体
三
〇
〇
〇
円　

1
月
刊
）

リ
ア
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
の
だ
。
同
化
の
不

可
能
性
と
欺
瞞
性
を
悟
っ
た
彼
女
は
、
最
終
的
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
た
る
こ
と
を
、
意
識
的
パ
ー
リ
ア
た
る
こ

と
を
選
び
取
り
、
死
の
床
で
こ
う
語
る
―
―
「
わ
た

し
の
生
涯
の
か
く
も
長
い
あ
い
だ
の
最
大
の
恥
辱
、

も
っ
と
も
苦
い
苦
し
み
と
不
幸
で
あ
っ
た
こ
と
、
ユ

ダ
ヤ
女
に
生
ま
れ
つ
い
た
こ
と
を
、
い
ま
の
わ
た
し

は
け
っ
し
て
手
放
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

ユ
ダ
ヤ
性
や
同
化
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
本

書
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
隠

れ
た
名
著
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
四
九
六
頁　

本
体
五
五
〇
〇
円　

5
月
刊
）
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勉
強
す
る
気
は
な
ぜ
起
こ
ら
な
い
の
か

外
山
美
樹
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

悲
劇
の
世
界
遺
産

ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
見
た
世
界

井
出
明
著　

文
春
新
書

晩
年
の
カ
ン
ト

中
島
義
道
著

講
談
社
現
代
新
書

　
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
つ
ま
り
「
戦
争
や
災
害

な
ど
の
悲
劇
の
記
憶
を
巡
る
旅
」。
関
連
映
画
も
多

く
撮
ら
れ
る
程
世
界
中
で
大
ブ
ー
ム
だ
が
、
日
本
で

は
未
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
国
に

は
、
被
爆
や
自
然
災
害
、
公
害
な
ど
「
悲
劇
の
記
憶
」

は
多
い
。
本
書
は
、
日
本
で
の
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
可
能
性
を
示
す
、「
記
憶
」
の
旅
の
手
引
書
だ
。

　

本
書
の
魅
力
は
次
の
二
点
に
存
す
る
。
一
点
目
は
、

著
者
の
筆
致
の
し
な
や
か
さ
だ
。
旅
先
と
し
て
世
界

遺
産
に
注
目
し
た
彼
は
、
実
際
に
広
島
や
島
根
を
訪

れ
た
模
様
を
紀
行
文
の
よ
う
な
軽
妙
さ
で
綴
る
。
他

方
、
展
示
方
法
や
記
述
内
容
に
向
け
る
視
線
は
鋭
い
。

日
本
の
遺
産
に
は
政
治
性
が
絡
み
、「
負
の
歴
史
」

の
側
面
を
隠
し
て
い
る
と
喝
破
す
る
そ
の
筆
の
切
れ

味
に
は
舌
を
巻
く
。
二
点
目
は
、
海
外
と
比
べ
な
が

ら
、
世
界
遺
産
と
な
る
潜
在
性
を
秘
め
た
事
物
ま
で

取
り
上
げ
て
い
る
点
だ
。
特
に
、
第
二
次
大
戦
後
に

復
興
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
遺
産
都
市
と
比
較
し
、

日
本
の
陸
前
高
田
も
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
遺
産
都

市
に
な
り
得
る
と
論
じ
る
著
者
の
考
察
は
興
味
深
い
。

　

歴
史
は
常
に
光
と
影
を
孕
む
。
忘
却
さ
れ
て
き
た

「
記
憶
」
の
旅
の
お
供
に
ぜ
ひ
本
書
を
。�

（�
リ
ン
ダ 

）
�

（
二
二
〇
頁　

本
体
一
一
○
○
円　

5
月
刊
）

　
「
勉
強
」
に
「
や
る
気
」
は
つ
き
も
の
だ
。
や
る

気
が
な
い
の
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
は

よ
く
あ
る
悩
み
だ
ろ
う
。
や
る
気
を
「
出
す
」
方
法

に
焦
点
を
当
て
る
の
も
い
い
が
、
本
書
の
よ
う
に
や

る
気
が
「
出
な
い
」
こ
と
に
目
を
向
け
る
の
も
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
や
る
気
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

た
と
え
ば
勉
強
が
手
段
に
な
っ
て
い
る
か
目
的
に

な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
分
け
方
が
よ
く
あ
る
。
一

般
的
に
目
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
が
、
本
書
で
は
手
段
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
肯
定

さ
れ
る
。
リ
タ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
勉
強
す
る
、
そ
れ

で
も
い
い
の
だ
。
ま
た
学
習
性
無
力
感
、
い
わ
ゆ
る

「
何
を
し
て
も
無
駄
」
と
い
う
認
識
が
作
ら
れ
て
し

ま
う
と
や
る
気
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
犬
を
使
っ
た
実

験
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
追
加

実
験
で
、
無
力
感
に
陥
っ
た
犬
に
対
し
て
苦
境
を
抜

け
出
す
方
法
を
学
習
さ
せ
る
と
や
る
気
が
復
活
す
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
う
、
勉
強
し
て
も
無
駄

と
思
っ
た
ら
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
人
に
や
り
方
を

聞
く
の
も
一
つ
の
手
だ
。
正
攻
法
が
使
え
な
け
れ
ば

搦
手
か
ら
、
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
一
九
二
頁　

本
体
八
〇
〇
円　

4
月
刊
）

　

標
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
本
書
は
か
の
大
哲
学
者

が
過
ご
し
た
最
後
の
一
一
年
間
を
辿
る
。
還
暦
後
に

手
に
入
れ
た
マ
イ
ホ
ー
ム
で
、
知
人
た
ち
を
招
待
し

て
催
さ
れ
た
昼
食
会
。
規
則
正
し
く
行
な
わ
れ
た

日
々
の
散
歩
。
こ
れ
ら
周
知
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
裏
、

そ
の
晩
年
は
悠
々
自
適
の
穏
や
か
な
日
々
と
い
う
わ

け
で
も
な
か
っ
た
。
著
書
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界

内
に
お
け
る
宗
教
』
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、
プ
ロ
イ

セ
ン
の
官
憲
に
目
を
つ
け
ら
れ
た
筆
禍
事
件
。
血
気

盛
ん
な
若
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
出
会
い
と
対

立
。
―
―
や
が
て
老
衰
で
死
に
至
る
ま
で
、
カ
ン
ト

は
あ
く
ま
で
哲
学
者
・
カ
ン
ト
で
あ
り
つ
づ
け
た
。

　

特
に
後
半
部
で
は
、
晩
年
の
著
作
の
数
々
か
ら
彼

の
哲
学
的
な
立
場
が
抽
出
さ
れ
る
。
引
用
さ
れ
た

『
人
間
学
』
や
『
自
然
地
理
学
』
は
、
女
性
や
人
種

に
関
わ
る
偏
見
を
含
む
（
今
で
こ
そ
物
議
を
醸
す
よ

う
な
）
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
読
む
人
を
選
ぶ
内
容

か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
そ
れ
は
当
時
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
カ
ン
ト
と
同
じ
く
老
境
に

達
し
た
著
者
の
、
カ
ン
ト
愛
に
満
ち
た
眼
差
し
と
評

価
を
含
む
コ
メ
ン
ト
は
、
そ
れ
だ
け
を
と
っ
て
も
本

書
の
大
き
な
読
み
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。�（�

八
雲 

）

�

（
二
四
〇
頁　

本
体
九
〇
〇
円　

1
月
刊
）

新書コーナー
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読書への誘い

放
課
後
の
教
室
。人
生
、あ
る
い
は
読
書
に
つ
い
て
。

　

♢
：
っ
て
か
さ
。
ネ
ト
フ
リ
だ
っ
て
イ
ン
ス
タ
だ
っ
て
あ
る
し
、
本
な
ん
か

読
む
ヒ
マ
な
く
な
い
？　

み
ん
な
は
な
ん
で
本
読
ん
で
ん
の
？

　

♤
：
オ
レ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
か
ら
だ
っ
て
思
っ
て
る
け
ど
。
森
ビ
ル
と

か
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
と
か
で
活
躍
し
て
る
堀
内
さ
ん
も
、
読
書
め
っ
ち

ゃ
推
し
て
た
し
。
だ
か
ら
オ
レ
は
、
読
書
は
仕
事
の
た
め
だ
っ
て
思
っ
て
る
よ
。

　

♢
：
へ
え
～
。
ど
ん
な
風
に
役
に
立
つ
っ
て
言
っ
て
ん
の
？

　

♤
：『�

読
書
大
全 

』（
日
経
Ｂ
Ｐ
）
で
は
、「
重
大
な
経
営
判
断
や
経
営
危
機

に
直
面
し
、
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
と
き
」
に
、
読
書
が
「
一
筋
の
光
明

に
な
る
」
っ
て
言
っ
て
る
よ
。
こ
の
本
、
何
が
す
ご
い
か
っ
て
、
骨
太
な
本
を

二
〇
〇
冊
揃
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
れ
て
る
ん
だ
。
宗

教
・
教
育
・
経
済
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
あ
る
か
ら
、
自
分
が
読
み
た

い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
読
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　

♡
：
二
〇
〇
冊
も
あ
る
の
!?　

い
い
な
っ
て
思
っ
た
本
と
か
あ
っ
た
？

　

♤
：『�

綴
葉 

』
に
も
載
っ
て
た
け
ど
、
ピ
ー
タ
ー
・
テ
ィ
ー
ル
の
『
ゼ
ロ
・

ト
ゥ
・
ワ
ン
』
か
な
。
彼
が
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
書

か
れ
て
る
ん
だ
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
必
見
の
本
だ
ね
。

　

♡
：
う
～
ん
。
私
は
正
直
ビ
ジ
ネ
ス
と
か
は
あ
ん
ま
り
わ
か
ら
な
い
な
あ
。

だ
か
ら
、
私
は
仕
事
の
た
め
、
と
か
思
わ
ず
に
、
た
だ
楽
し
い
か
ら
本
を
読
ん

で
る
よ
。
私
も
堀
内
さ
ん
の
本
と
似
て
る
け
ど
、「
本
を
紹
介
す
る
本
」
を
最

近
読
ん
で
、
い
い
な
っ
て
思
っ
た
か
な
。『�

ド
ラ
ゴ
ン
桜　

超
バ
カ
読
書 

』（
徳

間
書
店
）
っ
て
本
。
私
は
あ
ん
ま
り
難
し
い
本
は
好
き
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
手
軽

に
サ
ク
サ
ク
読
め
る
本
を
手
に
取
っ
ち
ゃ
っ
て
。

　

♤
：
え
、
い
い
じ
ゃ
ん
！　

手
軽
に
読
め
る
の
っ
て
大
事
だ
よ
！

　

♡
：
こ
の
本
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
読
み
や
す
い
け
ど
読
み
に
く
い
こ
と
か
な

あ
。
矛
盾
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
ま
ず
、
マ
ン
ガ
『
ド
ラ
ゴ
ン
桜
2
』

の
挿
絵
が
使
わ
れ
て
い
て
、
マ
ン
ガ
を
読
み
進
め
る
感
覚
で
本
全
体
を
読
め
る

ん
だ
よ
ね
～
。
そ
こ
が
結
構
気
に
入
っ
て
る
。

　

♢
：
あ
ー
ね
。
確
か
に
読
み
や
す
そ
う
。
で
も
、
読
み
に
く
い
っ
て
の
は
？

　

♡
：
え
っ
と
ね
。
紹
介
さ
れ
て
る
本
は
、
決
し
て
簡
単
な
本
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
の
。
マ
ン
ガ
も
紹
介
さ
れ
て
る
け
ど
、
太
宰
と
か
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
か
、

い
わ
ゆ
る
古
典
っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
な
作
品
も
紹
介
さ
れ
て
て
。
だ
か
ら
、

「
わ
か
っ
た
気
」
に
な
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、「
わ
か
っ
た
」
っ
て
言
う
の
は
簡

単
じ
ゃ
な
い
な
あ
っ
て
。
そ
こ
が
ま
た
こ
の
本
の
魅
力
な
ん
だ
け
ど
ね
。

　

♢
：「
み
ん
な
の
た
め
の
本
で
あ
り
、
誰
の
た
め
の
本
で
も
な
い
」
っ
て
感

じ
？　

あ
た
し
は
別
に
読
書
ア
ン
チ
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
た
だ
、
読
書

を
し
た
だ
け
で
満
足
、
っ
て
の
が
ダ
サ
い
っ
て
思
っ
て
る
っ
て
だ
け
。
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
だ
っ
て
言
っ
て
る
も
ん
。「
読
書
は
自
分
で
考
え
る
こ
と
の
代

わ
り
に
し
か
な
ら
な
い
」
っ
て
。『�

読
書
に
つ
い
て 

』（
光
文
社
古
典
新
訳
文

庫
）
っ
て
本
に
書
い
て
あ
っ
た
け
ど
、
マ
ジ
そ
れ
な
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。
読
書

っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
ん
だ
っ
て
こ
の
本
読
ん
で
気
付
か
さ
れ
た
わ
。
こ

の
本
っ
て
、
パ
ッ
と
見
で
は
本
を
デ
ィ
ス
っ
て
る
よ
う

に
し
か
見
え
な
い
け
ど
、
彼
が
本
当
に
言
い
た
い
の
は
、

「
良
書
を
読
ん
だ
上
で
、
自
分
で
考
え
ろ
」
っ
て
こ
と

な
の
か
な
っ
て
あ
た
し
は
思
っ
た
よ
。
読
ん
だ
冊
数
を

自
慢
し
て
イ
キ
っ
て
る
よ
う
な
ヤ
ツ
に
こ
そ
読
ん
で
欲
し
い
っ
て
感
じ
の
本
。

き
っ
と
新
し
い
発
見
あ
る
っ
て
思
う
わ
。

　

♤
：
な
る
ほ
ど
な
あ
。
っ
て
か
も
う
こ
ん
な
時
間
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？

　
「
本
屋
さ
ん
」「
い
こ
っ
か
」�

（�

出
席
点 

）
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私の本棚

生
き
て
傷
つ
く
、「
傷
」に
生
か
さ
れ
る
。

　
「
癒
え
な
い
傷
」
な
ど
な
い
…
…
こ
ん
な
言
葉
を
信
じ
ら
れ
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
え
た
ら
と
強
く
願
う
よ
う
な
傷
つ
き

は
、
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど
積
み
重
な
っ
て
い
く
。
果
た
し
て
私
た
ち
は
生
き

て
い
る
限
り
、
た
だ
傷
つ
く
事
し
か
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
と
、
怯
え
な
が
ら
生
き
て
い
く
事
し
か
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
か
ら
、
我
々
が
「
傷
」
と
共
に
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

　

個
性
化
の
糧
と
し
て
の
傷
つ
き

　

臨
床
心
理
士
の
秋
田
巌
は
、『�
人
は
な
ぜ
傷
つ
く
の

か　

異
形
の
自
己
と
黒
い
聖
痕 

』（
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
）
の
中
で
、「
人
の
人
た
る
ゆ
え
ん
は
『
傷
』
に
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
中
で
彼
は
、
人
間
が
個

性
化
（
＝
自
己
実
現
）
を
果
た
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
し
て

「
傷
」
を
捉
え
、『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
を
代
表
と
す
る
様
々
な
娯
楽
作
品

の
中
に
、「
傷
」
が
癒
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
む
し
ろ
そ
の
「
傷
」
に
よ
っ
て
自
分
の

人
生
を
形
作
っ
て
い
く
、「
異
形
の
自
己
」
と
い
う
原
型
を
見
出
し
た
。
確
か

に
私
た
ち
は
、
良
く
も
悪
く
も
「
傷
」
に
よ
っ
て
自
分
の
人
生
の
方
向
性
を
左

右
さ
れ
て
い
る
節
が
あ
る
。
貧
困
家
庭
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

公
教
育
の
改
革
に
対
し
て
情
熱
を
燃
や
す
人
や
、
女
性
差
別
に
遭
っ
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
強
く
進
め
よ
う
と
す
る
人
…
…
そ
う
い
っ

た
「
傷
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
人
生
を
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
を
、
評

者
は
こ
の
大
学
で
た
く
さ
ん
見
て
き
た
。
秋
田
は
「
癒
さ
れ
ぬ
個
性
化
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
、
個
性
化
に
お
い
て
は
「
傷
」
が
個
人
の
人
生
に
と
っ
て
積

極
的
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
本
当
に
人
間

は
、
美
し
い
成
長
物
語
か
の
ご
と
く
前
向
き
に
生
き
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ラ
ウ
マ
体
験
か
ら
の
成
長
に
必
要
な
も
の

　
『�

ト
ラ
ウ
マ
後　

成
長
と
回
復　

心
の
傷
を
超
え
る
た
め
の
六
つ
の
ス
テ
ッ

プ 

』（
筑
摩
選
書
・
絶
版
）
の
中
に
登
場
す
る
、
社
会
心
理
学
者
ロ
ニ
ー
・
ジ

ャ
ノ
フ
＝
ブ
ル
マ
ン
の
理
論
に
よ
れ
ば
、「
世
界
は
善
意
で
で
き
て
い
る
」「
世

界
に
は
意
味
が
あ
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
予
測
が
可
能
で
、
公
正
で
あ
る
」

「
私
た
ち
は
価
値
あ
る
人
間
だ
」
と
い
っ
た
三
つ

の
考
え
方
が
、
欧
米
文
化
に
は
深
く
根
ざ
し
て
い

て
、
こ
れ
は
前
提
的
世
界
の
中
核
を
な
し
て
い
る

と
い
い
う
。
私
た
ち
は
、
ト
ラ
ウ
マ
に
直
面
す
る

と
、
世
界
に
対
す
る
そ
う
い
っ
た
前
提
と
、
ト
ラ

ウ
マ
に
関
連
し
た
新
た
な
情
報
と
の
対
立
を
解
こ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
著
者

で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
曰
く
、
ト
ラ
ウ
マ
体
験
後
の
成
長
は
、
世

界
に
対
す
る
前
提
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
は
、
大
切
に
し
て
き
た
世
界
観
を
守
ろ
う
と
す
る
防
衛
的
欲
求
と
、
新

し
い
情
報
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
生
物
学
的
ニ
ー
ズ
の
間
で
激
し
く
揺
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
傷
」
を
負
う
こ
と
が
即
ち
成
長
に
結
び
つ
く
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
意
味
を
問
い
な
が
ら
、
生
き
て
い
る
世
界
へ
の
肯
定
的
な
前

提
を
、
作
り
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、「
傷
」
を
負
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
忘
れ
な
い
で
い
た
い
の
は
、
癒
え
な
い
と
し
て
も
無
意
味
だ
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
事
実
だ
。
そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
生
に
も
た
ら
す
意
味
…
…
例
え
ば
、

自
己
実
現
の
糧
、
あ
る
い
は
、
新
し
い
世
界
観
獲
得
へ
の
契
機
と
い
っ
た
意
味

を
見
出
す
こ
と
こ
そ
が
、「
傷
」
と
共
に
生
き
る
、
そ
し
て
「
傷
」
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

（�

ま
し
ゅ 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
『�

綴
葉 

』
を
読
む
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、

も
っ
と
早
く
か
ら
読
め
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い

ま
す
。
本
を
読
む
の
は
好
き
で
す
が
、
ジ
ャ
ン
ル
が

偏
っ
て
い
る
の
で
、『�

綴
葉 

』
で
あ
ま
り
よ
ま
な
い
タ

イ
プ
の
本
に
出
会
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

�

（�

農
学
部
・
ス
ミ
レ 

）

―
―
本
誌
『�

綴
葉 

』
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

私
も
本
を
読
む
の
が
好
き
な

の
で
す
が
、
ス
ミ
レ
さ
ん
と
同
じ
く
、
ど
う
も
読
む

ジ
ャ
ン
ル
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
『�

綴
葉 

』

に
は
、
学
術
書
や
入
門
書
、
詩
集
や
漫
画
な
ど
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
の
書
評
が
載
っ
て
い
ま
す
。

書
評
者
の
専
門
も
、
哲
学
、
文
学
、
心
理
学
、
政
治

学
な
ど
、
様
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
誌
を
通
じ
て
、

出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
本
を
読
者
の

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◯
短
編
シ
リ
ー
ズ
の
特
集
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

短
時
間
で
読
め
る
の
で
、
何
冊
か
読
ん
で
み
た
い
で

す
。�

（�

法
科
大
学
院
・
ふ
く
ろ
う 

）

―
―
短
編
は
、
短
時
間
で
読
め
る
と
い
う
手
軽
さ
も

魅
力
の
一
つ
で
す
よ
ね
。
最
近
、
す
き
ま
時
間
が
あ

る
と
す
ぐ
に
ス
マ
ホ
を
触
っ
て
し
ま
う
の
で
、
私
も

た
ま
に
は
ス
マ
ホ
の
誘
惑
を
断
ち
切
っ
て
、
短
編
の

世
界
に
浸
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。�

（�

ぱ
や 

）

　「好きな食べ物は何？」と聞かれると、本

当に困ってしまう。質問者が、「（食べるの

が）好きな食べ物」を聞いているのだとした

ら、そんなもの気候や体調によってころころ

変わるから、その時々によって違うとしか言

いようがない。

　食べ物を好きになる理由は、本来めちゃく

ちゃ自由で広いと思う。食べるとお洒落な気

持ちになれるからパフェが好き、という人だ

っているだろうし、作るのが楽しいからカレ

ーという人もいるだろう。食べたことないけ

どなんか見た目が気になる、という理由で好

きになってもいいし、料理に纏わる思い出を

胸に秘めていたっていい。

　それなのに！「好きな食べ物は何？」と聞

いてくる無粋な誰かは、到底そんなことを考

えちゃあいない。食べ物といえば食べるもの
0 0 0 0 0

という意識しかないのだ。この問題を 100％

理解してくれる人はなかなかいない……

　おっと、来月号の予告を忘れるところでし

た。次号は『�綴葉 』の記念すべき 400 号目。

『�綴葉 』の長い歴史に思いを馳せる特別な号

になりそうです、お楽しみに！� （�茫漠 ）

当てよう！図書カード編集後記
　ハロワー！　めっちゃ梅雨が来たかと思い
きや、もう今めちゃくちゃ晴れましたね。と
いうことで、このクイズで、皆さんをぶち上
げていこうかなと思います !!　昨年度開催さ
れたラップバトルの日本大会「ULTIMATE 
MC BATTLE 2020」にて、京都代表として初
優勝を果たしたラッパーさんは誰？
　1．蛇		  2．早雲
　3．JAKE	 4．山本びんた
� （�ましゅ ）

４月号の解答
　4 月号の問題「世界で一番短い曲としてギ
ネスに認定されている曲は何というメタル・
バンドによって作曲されたでしょう？」の正
解は、4．ナパーム・デスでした。この問題
をきっかけにメタラーが増えると嬉しいです。
図書カードの当選者は、クレルモンさん、ふ
くろうさん、生仏さん、スミレさん、パスカ
ルさんです。おめでとうございます。�（�ぱや ）

《応募方法》答えを書いた読者カードを、生
協のひとことポストに投函してください。�
ウ ェ ブ サ イ ト（https://forms.gle/evEccphot�
DZiZURY7）からの応募も可能です。正解者の
中から抽選で 5 名の方に図書カードを進呈い
たします。応募の締め切り日は 8 月15 日です。


